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－
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E
が
、
周
辺
を
飛
行
し
て
い
た
　
る
」
と
回
答
し
た
だ
け
。
与
那
城

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
　
　
　
千
恵
美
さ
ん
（
四
一
〇
は
「
頑
張
っ
て

そ
れ
な
の
に
、
在
沖
縄
米
海
兵
　
声
を
届
け
て
も
、
危
険
な
現
状
を

ー
レ
”
／
U
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ラ
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．
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場
に
米
軍
機
の
窓
枠
が
落
ち
た
。
　
ケ
ー
ト
も
行
い
、

園
児
の
行
動
を

園
の
保
護
者
会
は
こ
の
間
、
事
故
　
注
意
深
く
み
て
い
き
た
い
」

の
原
因
究
明
や
再
発
防
止
、
原
因
　
し
た
。

来
年
に
迫
っ
た
東
京
五
輪
の
聖
火
リ
レ
ー
の
コ
ー
ス
が
決
ま
っ
た
。

「
復
興
五
輪
」
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
出
発
地
点
は
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
後
、
収
束
作
業
の
拠
点
に
な
っ
た
J
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
。
た
だ
、
事
故

で
多
く
の
住
民
の
生
活
が
一
変
し
た
福
島
県
浜
通
り
の
コ
ー
ス
を
見
る

と
、
被
害
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
場
所
は
あ
ま
り
通
ら
な
い
。
地
元
か
ら

は
「
こ
れ
で
は
被
災
地
の
実
態
が
伝
わ
ら
な
い
」
と
の
声
が
漏
れ
る
。

（
大
野
孝
志
、
中
山
岳
）

田
畑
に
風
が
吹
く
と
、
一
面

に
茂
っ
た
高
さ
二
㍍
ほ
ど
の
枯

れ
草
が
乾
い
た
音
窒
〕
て
た
。

福
島
県
浪
注
町
の
聖
火
リ
レ
ー

コ
ー
ス
、
研
究
拠
点
「
福
島
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー
ル

ド
」
が
入
る
産
業
団
地
は
現
在

建
設
中
。
二
十
日
に
訪
れ
る

と
、
作
業
員
と
ガ
ー
ド
マ
ン
以

外
に
人
影
は
な
く
、
周
り
は
空

き
家
が
目
立
つ
。
除
梁
で
出
た

汚
染
土
を
詰
め
た
大
型
土
の
う

の
黒
い
山
を
横
目
に
、
除
梁
や

解
体
、
造
成
工
事
の
通
行
止
め

を
避
け
、
ダ
ン
プ
カ
ー
の
列
と

と
も
に
ぐ
る
ぐ
る
遠
回
り
し
て

た
ど
り
着
い
た
。

元
は
東
北
電
力
浪
江
・
小
高

原
発
の
予
定
地
だ
っ
た
が
、
福

島
第
一
原
発
の
事
故
を
受
け
て

計
画
は
断
念
。
代
わ
り
に
、
五

輪
開
催
時
に
輸
送
手
段
に
使
う

水
素
を
作
る
場
所
に
な
っ
た
。

造
ら
れ
た
ピ
カ
ピ
カ
の
場
所
が

い
ず
れ
も
、

原
発
事
故
後
に

メ
イ
ン
。

富
岡
町
の
コ
ー
ス
沿

い
の
復
興
住
宅
に
住
む
パ

兵
頭
由
美
さ
ん
（
二
二
）
は

辺
の
景
色
は
震
災
前
に
比
べ
て

だ
い
ぶ
変
わ
っ
た
。
復
興
じ
ゃ

な
く
て
『
新
興
』
五
輪
っ

じ
」
と
苦
笑
い
し
た
。

リ
レ
ー
全
体
の
ス
タ
ー
ト
地

点
「
J
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」

葉
、
広
野
町
）
は
、

ド
ロ
ー
ン
の
テ
ス
ト
拠
点
も
併

設
し
、
こ
の
日
も
視
察
団
が
訪

れ
て
い
た
。
「
復
興
五
輪
」
の

イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
だ
が
、

聖
火
は
産
業
団
地
内
の
六
百
㍍

を
リ
レ
ー
す
る
だ
け
。

「
こ
ん
な
町
外
れ
の
新
し
い

工
場
を
走
る
だ
け
じ
ゃ
、
人
ご

と
で
終
わ
る
。
町
役
場
辺
り
や

国
道
6
号
を
通
れ
ば
い
い
の

に
」
と
、
近
く
に
住
む
志
賀
秀

成
さ
ん
（
四
七
）
。
県
内
を
転
々
と

避
難
し
、
職
探
し
申
。
自
宅
を

再
建
し
、
今
年
の
春
に
戻
っ

た
。
「
近
所
の
人
た
ち
は
あ
ま

り
戻
っ
て
い
な
い
。
今
い
な
い

人
は
、
も
う
戻
っ
て
来
な
い
で

し
ょ
う
。
避
難
先
で
仕
事
や
学

校
を
見
つ
け
て
、
ま
た
町
に
戻

っ
て
探
す
の
は
き
つ
い
。
復
興

五
輪
だ
な
ん
て
、
全
然
そ
ん
な

雰
囲
気
じ
ゃ
な
い
」

大
熊
町
の
コ
ー
ス
は
、
常
磐

道
の
高
架
下
か
ら
復
興
住
宅
の

横
を
通
り
、
新
築
し
た
町
役
場

ま
で
の
約
一
㌔
。
富
岡
町
で
は

津
波
被
害
か
ら
再
建
さ
れ
た
J

R
富
岡
駅
か
ら
、
や
は
り
復
興

住
宅
の
前
を
通
り
、
昨
年
四
月

に
再
開
し
た
小
中
学
校
ま
で
の

約
一
・
三
㌔
。
楢
葉
町
で
は
町

役
場
か
ら
国
道
6
号
を
経
由

し
、
真
新
し
い
交
流
施
設
ま
で

約
二
一
㌔
を
走
る
。

整
備
済
ん
だ

所
ば
か
り

の
拠
点
に
な
っ
た
後
、
今
年
四

月
に
全
面
再
開
し
た
復
興
の
象

徴
と
も
い
え
る
場
所
。
だ
が
、

環
撞
保
護
団
体
グ
リ
ー
ン
ピ
ー

ス
が
周
辺
で
国
の
除
梁
の
長
期

目
標
（
毎
時
〇
・
二
三
詳
留
）

を
上
回
る
放
射
線
量
を
計
測

し
、
再
除
梁
を
強
い
ら
れ
た
。

ま
た
、
大
熊
町
内
の
国
道
6
号

の
線
量
は
、
車
内
で
四
詳
欝
を

超
え
る
。
道
沿
い
の
家
々
の
玄

関
は
、
バ
リ
ケ
ー
ド
で
封
鎖
さ

れ
た
ま
ま
だ
。

楢
葉
町
で
店
を
再
開
し
て
一

年
の
「
や
ぶ
そ
ば
」
経
営
山
内

悟
さ
ん
（
六
も
は
困
惑
す
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
生
活
を

考
え
る
と
、
五
輪
に
気
持
ち
が

向
か
な
い
。
日
本
を
盛
り
上
げ

る
良
い
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
け
ど

‥
。
国
は
聖
火
リ
レ
ー
で
復
興

ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
だ
い
の
だ

ろ
う
が
、
現
実
と
は
程
遠
く
、

強
引
な
感
じ
が
す
る
」
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態
伝
わ
る
の
か

ア
テ
ネ
で
採
火
さ
れ
た
聖
火

は
、
来
年
三
月
二
十
日
に
宮
城

県
東
松
島
市
に
到
着
。
聖
火
リ

レ
ー
は
同
二
十
六
日
に
J
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
を
出
発
し
、
七
月
二
十

四
日
の
開
会
式
ま
で
移
動
日
を

含
め
百
二
十
一
日
間
で
実
施
さ

れ
る
。
全
都
道
府
県
の
八
百
五

十
八
市
区
町
村
を
約
一
万
人
が

走
り
、
東
京
都
庁
の
ゴ
ー
ル
ま

で
聖
火
を
つ
な
い
だ
後
、
新
国

立
競
技
場
で
点
火
さ
れ
る
。

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一

原
発
事
故
を
受
け
て
の
「
復
興

五
輪
」
を
掲
げ
て
い
る
た
め
、

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
三
県
は

東
京
な
ど
と
同
じ
く
三
日
間
実

施
さ
れ
、
他
の
多
く
の
道
府
県

よ
り
一
日
多
い
。

コ
ー
ス
は
各
都
道
府
県
の
実

行
委
員
会
を
中
心
に
決
定
し

た
。
各
自
治
体
の
ス
タ
ー
ト
場

所
を
午
前
中
に
出
発
し
、
午
後

八
時
へ
し
ろ
ま
で
リ
レ
ー
す
る
。

日
程
の
都
合
な
ど
に
よ
り
大
の

字
で
全
て
つ
な
ぐ
わ
け
で
は
な

く
、
車
を
使
っ
た
り
、
岩
手
県

沿
岸
部
で
は
復
興
の
象
徴
と
も

さ
れ
る
三
陸
鉄
道
で
聖
火
を
運

ん
だ
り
す
る
。
九
州
か
ら
沖
縄
、

本
州
か
ら
北
海
道
な
ど
へ
の
移

動
で
は
船
を
利
用
す
る
予
定
。

大
会
組
織
委
員
会
に
よ
る

と
、
今
年
六
月
か
ら
公
式
ス
ポ

ン
サ
ー
四
社
と
都
道
府
県
の
実

行
雲
が
、
来
年
四
月
時
点
で
中

学
生
以
上
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

条
件
に
ラ
ン
ナ
ー
を
公
募
し

た
。
延
べ
約
五
十
三
万
人
の
応

募
者
の
中
か
ら
志
望
理
由
な
ど

を
基
に
選
び
、
一
部
は
ま
だ
選

老
中
だ
。
ス
ポ
ン
サ
ー
と
実
行

委
が
推
薦
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
、

俳
優
、
タ
レ
ン
ト
ら
も
選
ば
れ

て
い
る
。一九
六
四
年
東
京
五
輪
の
聖

火
リ
レ
ー
で
は
戦
後
の
復
興
が

強
調
さ
れ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
か
ら

運
ば
れ
た
聖
火
が
太
平
洋
戦
争

で
日
本
が
侵
攻
し
た
国
々
を
回

り
、
米
軍
占
領
下
の
沖
縄
県
に

到
着
。
沖
縄
本
島
を
走
っ
た

後
、
北
海
道
、
鹿
児
島
県
、
宮

崎
県
へ
空
路
で
運
ば
れ
、
四
ル

ー
ト
に
分
か
れ
て
全
都
道
府
県

を
巡
り
、
ほ
ほ
人
の
手
で
東
京

ま
で
つ
な
い
だ
。
開
会
式
の
最

終
ラ
ン
ナ
ー
は
、
原
爆
が
広
島

に
投
下
さ
れ
た
四
五
年
八
月
六

日
に
広
島
県
三
次
町
（
現
三
次

市
）
で
生
ま
れ
た
坂
井
義
則
さ

ん
（
故
人
）
だ
っ
た
。

二
〇
二
〇
年
大
会
は
招
致
段

階
か
ら
被
災
地
の
復
興
を
う
た

っ
て
い
た
も
の
の
、
東
北
で
開

催
さ
れ
る
競
技
は
当
初
、
宮
城

県
の
男
女
サ
ッ
カ
ー
の
み
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
福
島
県
で
野
球

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
追
加
さ

れ
、
岩
手
を
含
宣
一
一
県
で
複
数

の
参
加
国
が
事
前
キ
ャ
ン
プ
な

ど
を
実
施
す
る
。

た
だ
、
被
災
地
で
は
復
興
が

道
半
ば
の
地
域
が
少
な
く
な

い
。
立
命
館
大
の
丹
波
史
縄
准

教
授
（
社
会
福
祉
論
）
は
「
被

災
者
の
暮
ら
し
の
再
建
は
ま
だ

ま
だ
途
上
。
五
輪
を
目
指
し
て

道
路
や
鉄
道
な
ど
ハ
ー
ド
面
の

復
興
が
進
ん
だ
面
は
あ
る
。
だ

が
、
き
れ
い
に
な
っ
た
道
路
や

建
物
を
見
せ
る
だ
け
で
は
、
復

興
五
輪
と
は
お
よ
そ
言
え
な
い

の
で
は
な
い
か
」
と
強
調
す
る
。

福
島
第
一
原
発
周
辺
の
福
島

県
双
葉
郡
七
町
村
の
住
民
を
対

象
に
生
活
実
態
調
査
を
し
た
丹

波
氏
は
、
五
輪
の
お
椀
い
ム
ー

ド
の
中
で
取
り
残
さ
れ
た
よ
う

に
感
じ
て
い
る
被
災
者
も
い
る

と
み
る
。
「
五
輪
を
契
機
に
、

国
や
組
織
委
が
責
任
を
持
っ
て

被
災
地
の
現
状
を
世
界
に
発
信

す
る
こ
と
が
今
後
も
必
要
だ
。

そ
れ
は
住
民
自
身
に
も
求
め
ら

れる」宇
都
宮
大
の
中
村
祐
司
教
授

（
ス
ポ
ー
ツ
行
政
学
）
は
「
聖

火
リ
レ
ー
の
ラ
ン
ナ
ー
の
一
部

は
ス
ポ
ン
サ
ー
推
薦
で
決
ま
る

な
ど
、
商
業
主
義
の
影
響
が
色

濃
い
。
復
興
五
輪
と
言
う
な

ら
、
施
設
の
整
備
と
と
も
に
暮

ら
し
が
再
建
さ
れ
、
被
災
者
が

身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

環
瞳
を
取
り
戻
せ
る
か
が
問
わ

れ
る
。
キ
ャ
ン
プ
で
訪
れ
る
海

外
の
選
手
た
ち
と
交
流
し
、
五

輪
後
も
関
係
が
続
く
よ
う
な
工

夫
も
必
要
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、

こ
う
主
張
す
る
。

「
聖
火
リ
レ
ー
や
競
技
は
あ

く
ま
で
一
過
性
。
祝
祭
ム
ー
ド

の
中
で
、
今
も
過
酷
な
被
災
者

の
暮
ら
し
が
隠
さ
れ
る
な
ら
、

復
興
五
輪
の
看
板
は
偽
り
の
ま

ま
終
わ
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」

住
民
が
ス
ポ
ー
ツ
楽
し
め
る
環
境
を


